


































































































表1 回 収 率
サンプル数 回収数 回収率
総 数 1，131 566 50.0% 
台東区 544 274 50.4% 





































N= 60-64才 65-69才 70-75才
総数 (566) 40.1 30.7 29.2 
台東区 (274) 41.6 30.3 28.1 



















総数 (566)1 46.8 45.8 
台東区 (274)1 49.7 44.9 






















N= I 韻~= はきち ることその他
かない が多い
総数(407) 57.2 31.9 8.4 2.2 0.2 
台東区(195) 59.0 31.8 5.6 3.6 0.0 








総数(566) 79.5 18.7 1.2 0.4 0.2 
台東区(274) 81.4 16.8 1.1 0.4 0.4 

















































総数 (566) 89.0 11.0 
台東区 (274) 91.6 8.4 




N= 同 居 711 居 既に死亡
総数 (566) 0.5 2.5 97.0 
台東区 (274) 0.0 3.3 96.4 

















N= 同 居 日リ 居 既に死亡
総数 (460) 0.2 4.6 95.2 
台東区 (213) 0.5 4.7 94.8 




N= 同 居 71 居 既に死亡
総数 (460) 3.5 12.0 84.6 
台東区 (213) 3.3 8.5 88.3 
目黒区 (247) 3.6 15.0 81.4 
x2検定 NS 




































総数(566) 13.1 34.5 20.5 25.1 6.9 
台東区(274) 10.9 33.9 20.8 26.3 8.0 




未供婚の 子偶供同の 既未同婚居子とN= I同居子子と配者居 既婚子
なし 同居 と と同居
総数(566) 54.2 25.8 0.4 18.6 1.6 
台東区(274) 52.6 25.5 0.4 20.4 1.1 
























N= I徒歩20分 等車以で・2電U車分 車等以で・6電0車分 等車で・電l車~ もっと遠
内 内 2時間い
総数(403) 17.4 13.9 38.5 21.1 9.2 
台東区(202) 19.3 11.9 41.3 20.3 6.9 





60.2 25.8 1.5 0.7 0.7 0.9 0.2 
58.4 24.5 14.2 0.7 1.1 1.1 0.0 
62.0 27.1 8.9 0.7 0.3 0.7 。目3
NS 
N= |本人宅に 子供宅に 新しい家
N= 子供が同居本人が同居 で同居
総数 (111) 87.4 6.3 6.3 総数(56)
台東区(59) 89.8 3.4 6.8 台東区(274)
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30坪未 30- 40- 50- 70-
満 40坪 50坪 70坪 lω坪
lω~ 




13.2 16.2 11.3 8.9 3.8 
9X 8.8--4.9--2.9--2.0 


































































































































N= 5年未 5-10 10-20 20年以戦前か満 年 年 上 ら
総数(566) 6.5 6.9 8.8 55.7 22.1 
台東区(274) 4.7 5.8 6.2 56.6 26.6++ 





総数(566)18.7 28.1 42.2 8.1 12.7 0.2 
台東区(274)111.3+32.3++幻.4-- 5.8- 12.8 0.0 





総数 (566)1 17.8 
台東区 (274)1 25.5+十









総数 (566) 29.3 42.2 
台東区 (274) 4l.9++ 39.1 





































N= フルタイ パートタ 無専業職主婦・ム就労 イム就労
総数 (566) 65.9 6.7 27.4 
台東区 (274) 72.6++ 7.7 19.7 




N= l フルタイ パートタ 無専業職主婦・ム就労 イム就労
総数 (496) 65.1 5.8 29.0 
台東区 (240) 67.5 6.7 25.8 


























総数 (410) 42.0 16.3 11.5 9.0 8.3 9.5 2.0 1.5 
台東区(220) 51.4+十 9.1一一 7.3一一 9.5 9.1 10.0 1.4 1.4 




職 種 (内訳:%) 
N= I議室家管理的職業専門主J捕事務的職業営業販売製造建設技能業単純労働職保安的職業員 的職 サーピスの現場監督
総数 (352) 42.0 15.9 9.7 6.5 5.7 1.7 9.1 2.6 0.6 
台東区(178) 6l.8++ 7.3 6.2- 5.1 6.2 l.7 9.0 2.2 0.6 




















総数(411)45.3 8.8 5.8 2.2 2.7 34.5 
台東区(220)50.5+ 3.6一 2X 1.8 1.c 39.5+ 






総数 (352)153.1 8.8 4.0 1.4 2.6 29.3 0.9 
台東区(1削15.6 2.8-- 3.4 1.7 0.6--36.0+十 0.0 




N = 1?2人未 30-99 100- 300-1，000-日史
満 人 別人削人同9人語
総数(411)/60.3 4.4 7.3 5.4 4.4 17.3 
台東区(220)74.5十+ 3.6 4.5- 3.6 2.3- 10.0一



















N= I~人未 30- 100- 300-1，∞0- 人'[;
満 9人別人卿人 4，999人議出
総数(352)63.4 6.3 4.0 3.1 6.8 15.1 
台東区(178)75.8++ 7.3 4.5 2.2 1.7--7.3一





総数 (566)1 3.7 45.8 50.5 
台東区 (274)/ 3.6 40.5-- 55.8++ 




N= 求職中 ヲ| 退 就労中
総数 (407) 2.0 50.9 47.2 
台東区(195) 2.6 44.6 52.8+ 




















総数 (286)171.3 10.1 17.8 
台東区(153)I 77.1 6.5 15.7 







総数(286) 66.1 1.4 5.2 26.2 1.0 
台東区(153) 74.5 0.0 1.3 22.9 1.3 




































N= 自営業主 家従業族員 経・役営者員 正規社員 嘱託パート就労内職 自由業 無回答
総数 (286) 35.0 11.9 13.6 11.2 10.1 11.5 1.4 4.9 0.3 
台東区(153) 41.8十+ 14.4 9.8一 10.5 4.6-- 11.8 2.0 5.2 0.0 





N= 自営業主 家族従業員 経役員営者・ 正規社員 嘱 託パート就労内 職 自由業
総数(192) 32.8 25.0 10.4 8.3 4.7 15.6 0.5 2.6 
台東区 (103) 37.9 30.1 + 8.7 4.9 1.9 14.6 1.0 1.0 
目黒区(89) 27.0 19.1 12.4 12.4+ 7.9+ 16.9 0.0 4.5 
x2検定 5%有意
表43 現在の職種×地区
職 種 (内訳:%) 
N= 1隣室理的職枯葉雲師事二堅腕理技能職議開霊安的職
総数 (286) 46.5 15.0 9.4 6.6 6.6 1.0・ 6.6 6.6 1.4 
台東区(153) 54.9++ 7.8 6.5 5.9 8.5 2.0+ 7.8 5.2 1.3 
目黒区 (133) 36.8一 23.3++ 12.8+ 7.5 4.5 0.0 5.3 8.3 1.5 
x2検定 1%有意
表44 現在の職種(配偶者)X地区
職 種 (内訳:%) 
N= 説委家管理的職業端技術事務的職業営業販売員 業 サー ビス 技能職 単純労働職保安的職業
総数 (192) 56.8 8.9 9.4 
台東区 (103) 67.0++ 6.8 3.9ー ←





N = 132人未 30- 100- 300-1，ω0-人・公 無回答
満 9人 2ω人 99人 4，99人務
総数(286)71.7 7.0 9.4 3.5 2目4 5目6 0.3 
台東区(153) 84.3++ 4.6 5.9- lX 0.0-- 3.9 0.0 





7.3 5.7 5.7 5.7 0.5 
3.9 5.8 4.9 6.8 1.0 


















総数(192)76.0 5.2 1.6 4.7 3.1 7.3 
台東区(103)80.6+ 5.8 1目9 4.9 0.0 3.9 







N= 5日以上 3-4日 1-2日 無回答
総数 (286)80.1 11.9 6.6 1.4 
台東区(153)86.3+十 9.8 2.6一 1.3 





以上J55.6 %， r 6 -7時間J16.1%， r4-5時



















N 8時間 6ー 7 4-5 2-3 無回答以上 時間 時間 時間
総数(286)55.6 16.1 14.3 12.6 
台東区(153)61.4+ 14.1 13.1 9.8 










総数(捌)149.0 25.5 5.6 1.4 14.3 4.2 
台東区(153)154.9+ 22.2 5.9 0.0 15.0 2.0 




500- 700-N = 11官21円it円70万円 10∞目白無回答万円
総数(56) 2.7 17.1 24.0 13.1 13.6 17.0 12.5 
台東区(274) 2.6 18.2 28.8++ 10.9 14.6 12.0-- 12目8

















N= な し 1- 10- 20万9万円 19万円 円以上
総数 (566) 19.8 31.8 21.0 27.4 
台東区 (274) 19.3 39.8 21.9 19.0 




N= な し 1- 10- 30万円9万円 29万円 以上
総数 (566) 56.2 8.1 19.3 16.4 
台東区 (274) 53.6 9.6 22.6 14.2 



























N= な し 1- 10- 30万円9万円 29万円 以上
総数 (566) 64.3 8.3 14.1 13.3 
台東区 (274) 69.3 6.9 13.1 10.6 




N= な し 1- 10- 30万円9万円 29万円 以上
総数 (566) 6.7 13.3 36.7 43.3 
台東区 (274) 6.2 16.8 38.7 38.3 




N= 上 中の上中の中中の下 下 無回答
総数(566) 2.7 11.7 45.6 24.2 15.2 0.7 
台東区(274) 1.8 8.0-- 45.6 24.8 19.7++ 0.0 













































































総数(566)141.3 54.9 1.2 0.9 1.4 0.2 
台東区(274)142.3 53.6 1.5 1.1 1.1 0.4 


































質問項目 x2検定 最頻度/有意差項目* 台東区 目黒区**
|家族・住居|
①年齢・性別
年齢 (-) 60-64歳 =40.1% 
'性別 (-) 女性 =53.7% 
②健康状態
健康状態 (-) 非常に健康 =46.8% 
阿・配偶者 (-) 同 =57.2% 
外出時の不自由 (ー ) 不自由なし =79.5% 
③家族・世帯構成
配偶者の有無 (-) 有 =71.9% 
子供の有無 (一) 有 =89.0% 
父親所在 (-) 既に死亡 =97.0% 
同・配偶者 (-) 既に死亡 =95.2% 
母親所在 (一) 既に死亡 =88.2% 
同・配偶者 (-) 既に死亡 =84.6% 
世帯構成 (一) 夫婦のみ世帯=34.5%
子供との同居 (一) 同居子なし =54.2% 
同居の形態 (ー ) 子供が同居 =87.4% 
隣居子の有無 (-) 無 =80.4% 
子供宅への所用時間 (-) 60分以内 =38.5% 
世帯の家計支持者 (-) 本人 =60.2% 
@:住居形態
住居の種類 (-) 一戸建持家 =75.1% 
宅地の坪数 (++) 30坪未満 =33.2% 58.3% 10.0% 
住居専有面積 (++) 40坪以上 =39.9% 35.4% 44.2% 
宅地の名義人 (ー ) 本人の代 =66.8% 
建物の名義人 (一) 本人の代 =82.0% 
住宅ローン等の負担感 (-) 支払いなし =71.0% 
|居住歴・職業歴i
⑤居住歴
居住年数 (+) 20年以上 =55.7% 
戦前から =22.1% 26.6% 17.8% 
前住地 (++) 東京都内 =42.2% 37.4% 46.9% 
同一区内 =28.1% 32.3% 23.6% 
現住地小・中通学経験 (++) 無 =82.2% 74.5% 89.4% 
⑥学歴
学歴 (++ ) 
⑦職歴(050歳時)
0就労形態 (++) フルタイム =65.9% 72.6% 59.6% 
O同・配偶者 (-) フルタイム =65.1 % 
o職種 (++) 自営・家族 =42.0% 51.4% 31.4% 
O同・配偶者 (++) 自営・家族 =42.0% 61.8% 34.5% 
最高役職 (+十) 経営者役員 =45.3% 50.5% 39.3% 
同・配偶者 (++) 経営者役員 =53.1% 55.6% 50.6% 
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従業員数 (++ ) 30人未満 =60.35% 74.5% 44.05% 
同・配偶者 (++) 30人未満 =63.4% 75.8% 50.6% 
③現在の就労状況(050歳時との比較)
現在の就労の有無 (+ ) 就労中 =50.5% 55.8% 45.5% 
同・配偶者 (十) 引退 =50.9% 44.6% 56.6% 
O仕事の内容の変化 (-) 同じ仕事 =71.3% 
0現在の会社との関連 (++) 同じ会社 =66.1% 74.5% 56.4% 
現在の就業形態 (++) 自営業主 =35.0% 41.8% 27.1% 
同・配偶者 (+ ) 自営業種 =32.8% 37.9% 27.0% 
現在の職種 (++) 自営家族 =46.5% 54.9% 36.8% 
同・配偶者
従業員数 (++) 30人未満 =71.7% 84.3% 57.1% 
同・配偶者 (+ ) 30人未満 =76.0% 80.6% 68.5% 
就労日数 (+) 50日以上 =80.1% 86.3% 72.9% 
一日の労働時間 (一) 8時間以上 =55.6% 
現在の就労理由 (+ ) 生活費の確保=49.0% 54.9% 42.1% 
!経済状況・生活意識・生活行動|
⑨収入状況・生活水準
世帯全体の年収 (+ ) 300-500万円=24.0% 28.8% 19.5% 
年金受給額 (++) 1 -9万円 31.8% 39.8% 24.3% 
就労収入 (一) 無 =56.2% 
不動産・証券等収入 (一) 主E =64.3% 
対象者個人の月収 (+ ) 30万円以上 =43.3% 38.3% 47.9% 
階層帰属意識 (++) 中の上 =11.7% 8.0% 15.1% 
下 =15.2% 19.7% 11.0% 
⑩その他
運転免許の有無 (ー ) 鉦 =74.6% 
同・配偶者 (一) 鑑 =76.7% 









































































































































































































































N= ほぽ毎日週①②回月①②回年に数回ほとんど人いない X11%有意 Cr= .187 
i口込 計 566 33.0% 26.5% 10.8% 2.8% 25.1% 1.8% 
男 262 29.8% 21.0%-- 11.8% 4.6%+十 30.5%++ 2.3% 
女 304 35.9% 31.3%++ 9.9% 1.3% 一 20.4% -- 1.3% 
Nニほぽ毎日週①②回月①②同年に数回ほとんど人いない X11%有意 Cr= .129 
兵口、 東 274 42.0% 26.6% 9.5% 1.8% 19.3% 0.7% 
男 138 41.3% 23.2% 9.4% 2.9% 22.5% 0.7% 
女 136 42.6% 30.1% 9.6% 0.7% 16.2% 0.7% 
N= ほぽ毎日週①②回月①②回年に数回ほとんど人いない X11%有意 Cr=.28 
日 黒 292 24.7% 26.4% 12.0% 
男 124 16.9% 18.5% 14.5% 

























3.8% 30.5% 2.7% 
6.5%+ 39. 5 % + + 4 .0% 



































































28% 53% 66% 
21 40 59 
1 10 16 
73 76 88 
15 28 37 
6 19 15 
3 3 4 
3 2 5 
l 
4 9 8 
3 8 7 
9 9 
6 42 24 
3 8 12 
3 8 5 
43 52 53 
8 8 12 
14 54 47 
4 11 10 
表62 この 1年間の泊まり掛けの旅行や海外旅行
泊まり掛けの旅行 海外旅行
台東 目黒 台東 目黒
行った 74% 80% 13% 21% 








































自由に使えるお金が少ない 29% 36% 
自室がなく，落ちつけない 13 9 
騒がしく，落ちつかない 7 4 
食事をつくるのが面倒 24 23 
外出を家族は喜ばない 8 8 
家の用事で外出しにくい 15 10 























台 東 目 黒
駅などのトイレ 17% 25% 
ノfスカfわからない 24 25 
地下鉄の出口がわからない 33 42 
切符の自動販売機 18 20 
電車の乗り降りが恐い 11 9 
階段や歩道橋の歩行 33 35 
人混みで危険に会う 17 15 
デパートや地下鉄で迷う 24 27 
街が変わっていて迷う 24 23 
馴染みの庖がなくなって 16 15 
エスカレーターが恐い 7 6 
人混みで迷子になる 9 5 
ベンチなど休む空間がない 22 24 

























i口a、 東 目 黒 ぷ口占、 東 目 黒
銀 座 43% 57% 68% 79% 
上 野 86 33 94 60 
浅 草 75 23 91 55 
新 宿 23 43 53 73 
渋 谷 16 82 38 95 
池 袋 21 21 45 49 
皇 居 11 10 39 35 
靖国神社 6 5 26 21 
明治神宮 4 7 29 37 
水 天 呂 7 3 22 17 
とげぬき地蔵 19 7 39 22 
新井薬師 4 l 20 3 
川崎大師 3 3 21 23 
成 田 山 6 2 30 15 
高 尾 山 3 2 13 10 
御 岳 山 2 1 7 4 
柴又帝釈天 7 2 30 14 
都心の劇場 19 27 46 53 
鎌 倉 8 14 27 42 
東京ドーム 4 3 22 16 
ディズニーランド 3 1 21 15 























































































































































































































ほ lま 週に 1 月に l 年に ほとんど
な人はい
毎日 -2回 -2回 数回 しない ない
A別居しているお子さんと電話でお話をする 1 2 3 4 5 6 
B別居しているお子さんと会ってお話をする 1 2 3 4 5 6 
C兄弟やご親戚の方と電話でお話をする 1 2 3 4 5 6 
D兄弟やご親戚の方と会ってお話をする 1 2 3 4 5 6 
E職場や仕事仲間と会って個人的なお話をする 1 2 3 4 5 6 
Fご近所の方と会ってお話をする 1 2 3 4 5 6 
Gこれら以外の友人や知人と電話でお話をする 1 2 3 4 5 6 
Hこれら以外の友人や知人と会ってお話をする 1 2 3 4 5 6 
高橋・森岡・中林・木下:大都市高齢者の文化創造に関する調査の概況 129 
Key Words (キー・ワード)
Elderly in Metropolitan Area (大都市高齢者)， New Life Style (新しいライフスタイル)， 
Regional Characteristics (地域性)， Primary Relationship (第一次的関係)， Out-of-
home Activity (外出行動)
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NEW LIFE STYLES OF THE ELDERL Y IN THE 
METROPOLIT AN AREA-RESEARCH NOTE 
Yuetsu Takahashi *， Kiyoshi Morioka *，
Itsuki Nakabayashi * and Eiji Kinoshita * * 
* Center for Urban Studies， Tokyo Metropolitan University 
本*Graduate school of Social Sciences， Tokyo Metropolitan University 
Comprehensive Urban Studies， No. 39， 1990， pp.103-130 
Social changes in the Tokyo metropolitan area toward a society of the aged， cal for the immediate formation of a 
“new metropolitan ageing society." The direction for the formation of such a society， however， isnot necessarily 
clear. Among the many viewpoints from which to study this direction， isthe problem of culture creation of the elder. 
ly， inother words， the question of how to create a new， animated life style for the elderly 
This report outlines the results obtained from interviews “Research on Culture Creation of the Elderly in the 
Metropolitan Area") conducted in search of the basic conditions for new life style creation of the metropolitan aging 
society. We interviewed elderiy between ages 60 and 75， from the residential and commercial district of Taito Ward 
and the residential district of Meguro Ward. We then tried to paint the total picture of the metropolitan elderiy from 
the simple total of their demographic variables (especially family， home， residential history， job history， economic 
situation， living awareness， and daily life activity)， going-out behav町 andprimary relationships. 
A general survey of the demographic variables of the elderly of Meguro and Taito Ward revealed clear areal dif. 
ferences in their residential and job history， economic conditions and living awareness， but few differences in family 
structure and housing conditions 
Regarding primary relationships， the survey was aimed at grasping the relationship between frequency of mutual 
association and demographic variables in four categories:relatives， neighbors， colleagues from work and friends. The 
results did partially support traditional views on the effect of socio-economic status and area of residence. 
Concerning the goingーoutbehavior of the metropolitan elderly， we analyzed the purpose， destination and frequen. 
cy of their visits. We also analyzed other related factors such as living conditions at home and problems when going 
out. Their going-out behavior varied by age， sex and income. The frequency depended highly on a particular des. 
tination's accessibility from their residence 
